
第４回北広島市子どもの権利条例検討委員会議事録 
  日時：平成１８年５月２４日（火）１８：００～ 
  場所：芸術文化ホール活動室 
 
 
事務局：会議を開始したいと思います。それでは委員長よろしくお願いします。 
 
委員長：今日は事前に提出していただいたレポートについて、各委員から発表をしてもら   
    います。それではよろしくお願いします。 
 
＜各委員からの発表＞ 
委 員：スポーツ少年団の子どもを見る限り、比較的問題もなく、家庭環境も恵まれてい 
    るように思う。ただ親とのコミュニケーションが取りずらくなってきている。  
 
委 員：昔に比べて、核家族化が進み、近所付き合いが希薄な時代となり、子育ての環境 
    が良くないと思う。 
 
委 員：小学校・中学校における現状 
     良い面 

・明るく元気である。 
・与えられた課題に対して真剣に取り組む。 等 

     課題 
     ・自主的に物事に取り組むこと。 

・最後までやりぬくこと。  
・言葉づかい。  等 
 子どもを取り巻く環境 
・家庭内で放任的・過保護な傾向があり、教育力の低下が見られる。 
・教育熱心な保護者がいる一方、保護者に指導が必要な場合もあり、二極化 
 している。 
・地域との関係が希薄になってきている。 
・インターネットが普及してきており、影の部分が気になる。  等 

 
委 員：親自身が人付き合いを避けている傾向があり、子育てが孤立化している。 
 
 
 
 



委 員：子どもと公園にいっても、遊び相手がいないことが多い。小学校のクラスでの 
    親同士の人間関係が希薄であり、ＰＴＡの役員もなかなか決まらないような 
    状況である。また、周囲に助けを求めると、子育ての能力が低く見られると 
    思っている母親が多く、子育ての責任を一人で背負い孤立している。地域ぐる 
    みの子育てが必要であると思う。 
 
委 員：不審者情報が多く、学校に通わせることに危険を感じる。 
 
委 員：現在の子どもは恵まれすぎているのではないかと感じる。我慢する心が育たず、 
    かえって子どもの成長する権利を奪っているのではと思う。 
 
委 員：親が子育てに関するサービスを知ることにより、子どもにとっての育つ権利につ 
    ながるのではないかと考える。また、子どもを親のペースにあわせているケース 
    が多く見られる。親への教育も必要である。 
 
委 員：子どもが権利を行使できるかどうかは、周りの大人にかかっている。子どもの人 
    格を認めることが必要である。条例制定にあたり、子どもの意見を聞くことも重 
    要であると考える。 
 
委 員：子どもが権利について学ぶ機会が少ないように感じる。子どもの意見に耳を傾け 
    る必要がある。 
 
委 員：子どもが自分の権利を主張するとあまり良くない。周りのことについて考えられ 
    る力も必要である。時と場合によっては「体罰」もやむを得ないと考える。 
 
委 員：「体罰」はどんなことがあっても許されるものではない。 
 
委 員：両者に信頼関係があれば、「体罰」ではないと考える。 
 
委 員：「体罰」は子どもの権利を侵害するものである。 
 
委員長：「体罰」に関しては各委員がそれぞれの意見を持っている。今後議論が必要である。 
    本日は時間となったので、終了したいと思う。今回発表できなかった委員は次回 
    発表してもらう。次回の日程は６月２０日（火）１８：００～となります。 
 


